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本書の趣旨
本書は、農業委員会サポートシステムの利用促進に向けて、農業委員会が同システムを利用し

て業務を効率化した事例（他の農業委員会の参考となりうるもの）を収集し、横展開を行うこと
を目的に作成しました。システムの基礎的な機能を中心とした内容となっておりますが、やや難
しい内容も含む事例については「応用」と記載しております。
後半では、農業委員会事務局在籍10年の職員の方から便利機能をご紹介いただきました。長年、

システムを利用されている経験から、担当者の視点で利用者に知ってほしい便利な機能がまとめ
られております。
農業委員会サポートシステムの効率的・効果的な活用の参考になれば幸いです。

令和７年３月
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4

目次

＜農業委員会サポートシステムの活用による業務効率化事例＞
1. 総会業務・・・・・・・・・・・・・5
2. 利用状況調査・・・・・・・・・・・７
3. 地図管理・・・・・・・・・・・・・９
4. CSV一括更新機能・・・・・・・・・11
5. 任意項目・・・・・・・・・・・・・12



5

１．総会業務

◆総会議案書を農業委員会サポートシステムの様式に変更し利用（宮城県気仙沼市農業委員会）

◇課題
サポートシステムへの移行前は、
①エクセルで議案書を作成
②総会終了後に内容を既存台帳システムに入力し議決結果を反映していたため、業務量過多。

◇対応内容
サポートシステムへの移行後は、「議案処理」の利用により、議案書の作成や議決結果反映が容易になり、大幅な時間短縮につながった。

◇その他関連する対応：議案書の様式変更に伴う農業委員への説明等について

（宮城県大崎市農業委員会）
・既存システムからの切り替えが年度の切り替え時期と一致。前年度中に、議案書の書式が変わることをサンプルとともに周知のうえ、利用
を開始した。新様式に慣れるまでは見にくいとの感想もあったが、数か月で慣れてもらえたため、その後は問題なく利用している。

（宮城県大郷町農業委員会）
・サポートシステムの様式は若干見にくい部分があったため、帳票様式カスタマイズにより、表の幅の調整、文字のサイズの調整等を行い、
利用している。

◇該当・関連する機能

【申請受付】、【議案処理】、【補助機能】-【ユーティリティ】-帳票様式変更処理
操作説明資料①
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１．総会業務

◆独自の議案書を活用したいため、申請入力データを独自の議案書に転記する仕組みを構築（鳥取県八頭町農業委員会）

申請情報（CSVファイル）を取込み、独自の議案書
様式を作成する

◇課題
サポートシステムの総会議案様式では、申請受付画面で入力した申請情

報の全項目が表示されるわけではない。本農業委員会として総会審議上表
示して欲しいデータが表示されず、また帳票様式のカスタマイズ機能でも
項目の追加ができないため、議案書を出力した後に毎回手修正をしており、
手間がかかっていた。

◇対応内容
申請受付画面で入力した申請情報をCSVで出力し、CSVデータのうち議

案書に表示したい項目を、独自の議案書様式（サポートシステムの議案書
をベースに、項目の追加等を行った様式）に読み込ませて総会議案を作成
するようにした。
表示したい項目を毎回手入力で追加入力する必要がなくなり、また入力

間違い・チェックに係る時間も軽減された。

◇CSVデータを独自の議案書様式に読み込ませる方法
申請データ（CSVファイル）の項目を独自の議案書様式（Excelファイ

ル）に転記するマクロを組み、議案書を作成している。

◇該当・関連する機能
【申請受付】-【申請書検索】-CSV出力機能

応用
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２．利用状況調査

◆効率的な現地確認行程の作成（タブレットと紙地図の併用での効率化例）（山口県防府市農業委員会）

◇課題
現地確認アプリを使った農地利用状況調査を実施するために調査行程を作成するが、農業委員・推進委員の担当範囲（大字単位）で対象地

を抽出すると膨大な筆数（一人当たり約70ha）となるため、効率的な調査が行えない。

◇対応内容
前年の調査結果で遊休農地判定した農地（32条1項1号（緑、黄）、2号遊休農地等）のみを調査行程に登録し、利用状況調査を行うことと

した。
前年の調査結果で遊休農地判定しなかった農地は、現地確認アプリを使用せず、紙地図で調査を実施。（加えて日々の農地の見守り活動等

でおおよその状況把握も可能）。新規で遊休農地が発生している場合は、紙で事務局へ報告してもらうこととした。
現地確認アプリを使用して行う農地利用状況調査の対象地が全農地の６～７％に絞り込めたことで、利用状況調査リスト・地図の作成配布

や、各地区委員から報告を受けた調査結果のサポートシステムへの入力作業に係る時間が削減され、業務効率化に繋がった。
※なお、タブレットは委員一人一台配布しており、操作に不慣れな委員に対しても事務局がサポートし、自ら調査結果入力を行えるよう取

り組んでいる。

◇調査行程の作成方法
土地農家詳細検索機能で、「遊休農地の区分」が緑区分、黄色区分等である農地を検索して調査行程を作成。
また、「通し番号」を割り振り、調査委員の担当地区ごとの検索・抽出ができるようにしている。
検索結果の対象筆を全選択し、右クリック→「現地確認」→「行程登録」を選択することにより、一定の条件で抽出した対象地をまとめて

調査行程に登録することができる。

◇該当・関連する機能
【台帳管理】、【土地農家詳細検索】、【現地確認】-【現地確認行程登録/修正】、現地確認アプリ
操作研修資料②
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２．利用状況調査

◆現地確認アプリで撮影した遊休農地の写真の有効活用（沖縄県豊見城市農業委員会）

◇対応内容
現地確認アプリで調査し、撮影・登録した遊休農地等の写真を農業委員・推進委員向けの研修素材として活用し、委員間の遊休農地の判定

基準の統一を図った。
事務局で行う調査結果の入力の省力化に加えて、遊休農地の判定基準が委員と事務局で共有されることで、再調査の件数の減少につながっ

た。

◇該当・関連する機能
【現地確認】-【現地確認結果確認/反映】、現地確認アプリ、操作説明資料②

ダウンロードした写真は研修資料などに活用できる

現地写真に「■」がある場合は、現地確認アプリ
で撮影された写真がアップロードされている。
ダブルクリック後、現地写真一覧タブから写真を
ダウンロードできる。
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３．地図管理

地図管理画面では、農地台帳に管理、入力した情報をもとに農地を色分け・模様分け・ラベル表示でき、地域の農地の状況を視覚化できる。
目標地図作成も、この基本的な使い方を応用して作成できる。

◆遊休農地の解消の取組に活用（富山県黒部市農業委員会、長崎県松浦市農業委員会）

◇活用例
利用状況調査の結果を色分けして表示

◇効果
紙の地図と異なり、スタイル設定で昨年度の利用状況調査の結果を色分け・模様分け表示できるため、視覚化したい地図をすぐに用意でき

ることで、地図の活用幅が広がり、現地確認の業務が効率化した。
調査時のみならず、遊休農地の解消に向けた取り組みを検討・実施する際にも活用できる。

◇該当・関連する機能
【台帳管理】、【地図管理】-【管理】-「スタイル設定」、【スタイル適用】、【印刷】、操作説明資料①

・耕作中を白
・1号（緑区分）を緑
・1号（黄区分）を黄
・2号遊休農地を赤
で表示

・田を黄
・畑を青
で表示
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３．地図管理

◆作図機能を活用して地域の座談会の意見などを書き込み（宮崎県都城市農業委員会）

◇対応内容
地図管理の作図機能で、地域計画の座談会で出された意見を地図に書き込みしている。

例：鳥獣害多発エリアや湿田エリア等を枠で表示。該当エリアにて出た意見の日付や概要を横に文字入力。

台帳管理項目にない内容や文章を地図上に表示でき、農業農村整備関連の項目や環境部局との関連のある地域の意見等を地図上に表示でき
るようになるため、情報共有資料として有効活用できる。地域計画の更新における座談会等で過去の意見等として表示できるため、より深い
議論ができるようになる。

※作図した内容は、入力した農業委員会しか確認できないため、情報共有の際は印刷機能で地図を印刷し共有する。

◇該当・関連する機能
【地図管理】-【作図】、【印刷】、操作説明資料⑤

作図タブで任意のアイ
コンをクリック 目標地図の素案に紐づく任意の図形・文字を作成できる



11

４．CSV一括更新機能

【台帳・地図補正】-【一括更新補正】タブでは、農地台帳の各データをCSVデータ上でまとめて更新することができる。
更新するには、土地データの場合は「所在キー」、世帯員データの場合は「世帯員番号」、経営体データの場合は「農家法人番号」が必要
となる。

◆土地一括更新で農地中間管理事業の貸借情報を一括更新するため、対象地を絞り込むためのツールを作成（千葉県香取市農業委員会）

◇課題
農地中間管理事業による貸借件数が県内で最も多く、毎月400～500件ほどある。貸借の情報は総会前に、農政課からリスト（参考資料
１）で送られてきており、それをサポートシステムに入力しなければならない。件数が多いため申請受付での更新作業は人手・時間ともに
足りなかった。また、CSV一括更新で更新するとしても、全筆15万筆の中から該当の農地を探すのが困難であった。

◇対応内容
地番の管理体系を確認の上、農政課のリストの地番からサポートシステムの土地データのキー項目である「所在キー」を生成するシートを
作成することで、簡単に対象地を絞り込めるようにし、貸借情報の入力作業を効率化した。

※シートは農業会議の巡回支援で同行するSEが作成した。
※「所在キー」：土地の「市町村名、大字、小字、地番、区分」の組み合わせで表示されるキーコード。
例えば「デモ051市白石中央3丁目7‐1」であれば「018511/00000001-0000003:7-1---/」のように表示される。

◇該当・関連する機能
【台帳・地図補正】-【一括更新補正】、操作説明資料②

特定の場所に農政課から提供された地番を貼り付ける 自動で所在地キーが生成される
これを活用してサポートシステムの土地データを絞り込む

応用
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５．任意項目

サポートシステムの農地台帳項目には、土地、世帯員、経営体データそれぞれに「任意項目」欄があり、委員会独自で管理したい情報を
入力することができる。任意項目は「区分」「数値」「日付」「文字列」が管理できる。
任意項目に情報を入力することで、地図管理画面のスタイル設定で独自の項目に沿って色分けした地図を作成できるため、地域計画の協

議の材料等に活用できる。

◇任意項目の設定方法
任意項目のうち、「区分」は【補助機能】-【共通コード管理等】画面で、管理したい項目を設定します。
任意項目のうち、「数値」「日付」「文字列」は直接台帳画面に入力して更新できます。
また、いずれもCSV一括更新でまとめての更新作業も可能です。

◇該当・関連する機能
【台帳管理】-【土地、世帯員、農家/法人経営データ】-【土地、世帯員、農家/法人経営任意項目グループ】
【補助機能】-【共通コード管理等】、
【地図管理】-【管理】-【スタイル設定】、【地図管理】-【スタイル適用】、操作説明資料②

台帳管理画面の
「任意項目」タブ 補助機能での任意項

目のコード設定画面



13

５．任意項目

◆土地改良の情報を管理（長崎県松浦市農業委員会）

◇活用例
台帳管理の土地データに「土地改良」タブを作成し、土地改良区・工区・施工年次の項目を追加した。

◇効果
地図管理のスタイル設定から色付けして航空写真上で土地改良事業の対象地を確認できるようにし、目標地図の素案作りなどに活用する

など、地域計画の協議がスムーズに進むようになった。

土地改良事業の対象地を緑色で着色
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５．任意項目

◆営農計画書ベースの耕作者情報を管理（岐阜県関市農業委員会）

◇活用例
地域計画の目標地図作成を行うにあたり、任意項目欄を活用し、営農計画書ベースの耕作者情報を任意項目に入力。「区分」の項目は、

コード（数字）ごとに名称管理できるようになっているため、名称欄に耕作者名（個人・法人名）を入力することで管理している。

◇効果
入力した情報をもとに、地域計画の話し合いに活用する現況地図を作成。地図管理画面のスタイル設定「目標地図（現況）」から任意項

目を基準とした色の設定を行い、各地区での話し合いに活用することができた。
なお、筆数が多いことから、入力にあたってはCSV一括更新機能を活用した。「出力項目設定」から必要な項目のみに絞り込んでCSV

ファイルを出力し、任意項目で割り当てたコード番号をもとに入力し、一括取込を行うことで、入力時間の短縮を図った。

◆地域計画に係る農家への意向調査結果を管理（大阪府大阪狭山市農業委員会）

◇活用例
地域計画に係る農家への意向調査を、独自で作成したExcel形式のアンケートで行った。サポートシステムに実装されている意向項目の選

択肢では入力がしきれないため、任意項目に入力している。

◇効果
サポートシステムにない項目でもシステム内で管理できるようになった。また、農家の意向別で色分けした地図を作成できるようにした。



２．農業委員会事務局在職10年の職員が紹介する便利機能
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便利機能のご紹介にあたって

農業委員会サポートシステムは、農業委員会の業務をサポートする多
くの機能が搭載されています。

多くの機能を解説する「マニュアル・よくある質問」がシステム上か
ら確認できます。
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便利機能のご紹介にあたって

これからご紹介する便利な機能は、「マニュアル・よくある質問」に
記載されている内容です。

多くの機能、多くのマニュアルの中から、実務担当者の視点で、知っ
ておくと便利な機能について、抜粋してご紹介するものです。

サポートシステム初任者の方や、サポートシステムを農業委員会業務
で活用したいとお考えの担当者のみなさんの何かしらのヒントとなれば、
との思いで作成しました。

ヘルプデスクのサポートや、令和６年度からシステム業者との巡回支
援を実施している都道府県農業会議さんもあり、様々なサポート体制を
補完することができたら幸いです。
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所有者台帳と耕作者台帳が
ワンクリックで行き来できます

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 1 台帳管理画面の便利機能

20
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台帳管理画面の便利機能

農地情報を確認する「台帳管理」

「名簿から探す」や「所在から探す」で検索すると思います。

表示された台帳を確認した結果、

「所有者の台帳」から「耕作者の台帳」へ移動したり、

「耕作者の台帳」から「所有者の台帳」へ移動したいとき、

改めて検索せずとも、台帳の移動が可能です！
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台帳管理画面の便利機能

「所有」「貸借」をクリックすることで、台帳の移動が可能です
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台帳管理画面から申請受付や
台帳地図補正へ移動できます

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 2 右クリックメニューが便利
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右クリックメニューが便利

申請受付を入力する場合や、台帳地図補正をする場合、

「台帳管理」で検索確認後、

「申請受付」等で再度土地を検索していませんか？

台帳管理画面で土地を選択後、

右クリックすると、申請受付などに移動できます！
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右クリックメニューが便利

←右クリックで

・台帳・地図補正

・申請受付

・現地確認 へ移動が可能
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右クリックメニューが便利

例えば、申請受付は

土地が選択されたところから

入力できます
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操作が不安…
間違った処理をしたらどうしよう…
しっかり備えれば、大丈夫です

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 3 バックアップと復元
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バックアップと復元

住基固定突合やCSV一括更新を行う際、

バックアップをとっておくことができるため、

仮に、誤った処理だった場合も復元が可能です。

また、システムへの操作方法に不慣れな場合や、

デモ環境での操作より本番環境でシステムを試してみたいという場合も、

バックアップと復元の利用をお勧めします
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バックアップと復元

バックアップは、２か所で処理可能です。

台帳・地図補正

一括更新補正

住基固定突合連携

住基固定突合結果確認
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バックアップと復元

復元は、補助機能・ユーティリティから
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サポートシステムの機能ではありませんが、
運用例をご紹介します。

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 4 転用履歴の管理
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転用履歴の管理

サポートシステムの利用の際に、

課題として多くあげられる「転用履歴の管理」

いろいろな方法で管理されているようです。

多くの農業委員会では、別途エクセル等で管理されていると聞きます。

筆者の在籍する市もエクセル管理で、参考に例をご紹介します。

また、神奈川県厚木市農業委員会さんが作成したツールもあわせてご紹
介します。
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転用履歴の管理

転用履歴管理一覧表

地番をフィルタで検索して利用することが多い
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転用履歴の管理

転用履歴があり、農地台帳に残っている土地は

メモ欄に転用許可があったことを記入している
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転用履歴の管理

筆者の在籍する市は、都市計画非線引きのため、市街化調整区域はあ
りませんが、市街化調整区域が設定されている農業委員会さんは、過去
に転用許可があったことの証明を求めらることが多いと聞きます。

その場合、既に農地台帳に登載されていない土地の履歴管理、証明が
必要となることもあろうかと思います。

そのために、転用後地目変更しても農地台帳に残しておくことも考え
られますが、住基固定突合の際に、削除しないように注意が必要になり
ます。

毎年たくさんの証明に対応されている、神奈川県厚木市農業委員会さ
んが作成した管理ツールが公開されていますので、ご紹介します。
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転用履歴の管理

転用履歴を入力しておくと、検索して、証明書
の発行ができるツール

平成３１年３月に全国農業会議所を通じて、公開されています。

このツールのお問合せは農業委員会サポートシステム事務局へ。
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サポートシステムのデータを出力して利用し
たい時、全データ出力機能があります

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 5 土地や世帯員の全データをCSV出力
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土地や世帯員の全データをCSV出力

農地データや世帯員のデータを出力して利用する場合、

「土地農家詳細検索」で抽出する方法もありますが、

全データをCSV出力する機能もあります

サポートシステムのデータは、以下の３データで管理されており、

３データとも、全項目のCSV出力が可能です。

・土地データ

・世帯員データ

・農家法人データ
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土地や世帯員の全データをCSV出力

全データ出力は、補助機能・ユーティリティから
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土地や世帯員の全データをCSV出力

面積別農家一覧も、各種調査等で活用できるデータです
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土地や世帯員のデータを検索して、CSV出力
できます。
契約期間満了時の案内文書等へ利用が可能

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 6 土地農家詳細検索の基本機能
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土地農家詳細検索の基本機能

検索対象として、土地・世帯員・農家／法人な
どが設定可能
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土地農家詳細検索の基本機能

土地データ検索には、「よく使われる検索条件」が
設定されている。「来月終期を迎える貸借地」を選
んで検索実行すると、期間満了する土地が表示され
るので、案内用データとして利用できる
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土地農家詳細検索の基本機能

検索条件を、このように設定すると、令和８年作の
水稲作付に影響あり、契約期間満了する農地を検索
できます。中間管理事業の更新に利用できます
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土地農家詳細検索の基本機能

「名前に住所を付加する」に すると、CSV出
力したデータに、住所も出力されるため、デー
タを加工して利用する時に便利です
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検索条件項目の設定や、検索結果表示の設定
方法をご紹介します

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 7 土地農家詳細検索の設定

46

46



土地農家詳細検索の設定

検索対象のデータ毎に、詳細設定ボタンで設定
ができます。

次頁以降、土地データの設定例です。
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土地農家詳細検索の設定

設定画面で、条件に した項目は、「条件項
目」に表示されるようになります
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土地農家詳細検索の設定

設定画面で、表示に した項目は、「検索結
果」に表示されるようになります
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土地農家詳細検索の設定

設定画面で、「ソート」に順番を設定した場合は、
ソートによって並べ替えされて表示されます
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土地農家詳細検索の設定

設定画面で、「集計」に すると、最終行に集計
結果が出力されるようになります
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サポートシステムの土地データには、キーコード
が設定されており、他データとの連携に有効です

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 8 土地データのキーコード
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土地データのキーコード

土地データをCSV出力すると、「所在キー1」という列が出力されま
す。

このコードが、土地を管理するキーコードになっています。

地図データのも同様のコードがふられて、土地データと地図データが
紐づけされています。

コードの構成は、

062138/00000001-0000006:158-3---/
市町村CD/ 大字CD   - 小字CD    ： 表示地番 

このコードを他データにも同じルールで付番すると、データの連携が容
易になります。
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土地データのキーコード

CSV出力のW列に、「所在キー１」が出力される
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土地データのキーコード

キーコードの活用例

遊休農地調査票の欄外に、キーコードをつけてお
くと、地目や面積の変更など、最新の土地データ
と突合して確認できます
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土地データのキーコード

サポートシステムの地図データにも同様のコードが付番されている

地図データの外部出力・利用はvol.13でご紹介します
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「各種帳票」では、多くの帳票が出力できる
ようになっています。

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 9 各種帳票の機能
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各種帳票の機能

「各種帳票」には、農地法関係事務処理要領に記載されている様式例
をはじめ、数多くの帳票が標準で出力できるようになっています。

「証明／交付／指導文書等」では７０種類以上の帳票を利用可能です。
また、「台帳／一覧／通知書」では、基盤法の期間満了案内の通知書が
利用可能です。

耕作証明等７０以上の帳票が出力可能
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各種帳票の機能

「台帳／一覧／通知書」基盤法の期間満了案内の通知書をご紹介
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各種帳票の機能

貸借条件、出力項目を入力し、帳票出力
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各種帳票の機能

該当者の毎に、通知文書が作成されます
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各種帳票の機能

通知文を修正したい場合は、変更も可能です

帳票の変更は、次章でご紹介します
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システムの標準帳票を、市町村独自の様式に変更
して、帳票を出力することができます。

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 10 帳票様式変更ダウンロード・アップロード
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帳票様式変更ダウンロード・アップロード

サポートシステムには「各種帳票」でご紹介した帳票の他にも、農地
台帳や総会議案書の様式など、多岐にわたる帳票様式が用意されていま
す

標準帳票をダウンロードし、市町村独自に加工し、アップロードする
ことで、市町村独自の帳票として出力することが可能です。

使用例や注意点をご紹介します。
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帳票様式変更ダウンロード・アップロード

耕作証明書の標準帳票（左）を独自様式（右）に変更した例。住所氏
名を記入できるようにしたもの。

注意点：ダウンロードした帳票の「＊＊」があるところは、システム
からデータが読み込まれる箇所
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帳票様式変更ダウンロード・アップロード

帳票様式変更ダウンロード・アップロードの機能を利
用して、総会議案書を独自様式で出力できるようにして
いる農業委員会さんもあるようです。
総会議案書の作成は、毎月の作業で事務負担も大きい

ため、業務効率化を進めておられる農業委員会さんから、
ぜひ情報提供をお願いしたい分野です。
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地図管理画面で使用できる地図について、
利用者目線でご紹介します。

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 11 地図の種類と特徴
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地図の種類と特徴

「地図管理」では、様々なレイヤが表示可能

※レイヤとは、主題ごとに分類した「層」

＜地図の用語解説＞

※ピンは、農地を点（ポイント）で表示したもの。ピンには、地番や所有者
などの農地データが表示可能

※ポリゴンとは、農地の区画（ライン）を表示したもの。ポリゴンは、色塗
りや模様付けが可能
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地図の種類と特徴

平成２５年にスタートした農地情報公開システム・フェーズ１（農
地ナビ）において、各市町村農業委員会が、税務担当課や土地連から
提供を受けて準備したピンやポリゴンデータを提供して整備されたも
のです。

当初は、農地ナビでの公表がピンデータのみであったため、多くの
市町村でピンデータのみ提供したところが多くありました。

その後、市町村ごとにポリゴンデータの追加や、地図更新を実施し
たところもあります。
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地図の種類と特徴

農林水産省が、法務局の地図データを取得し、整備をおこなったも
のです。ただし、地籍調査が未完了のエリアは国で整備できなかった
ため、市町村から地番図提供等をうけて、作成されています。

整備された地図データと、農地台帳のデータの紐づけも、当初は国
で実施予定でしたが、小字名の不一致等のエラーが発生し、令和４年
度から令和５年度にかけて、農業委員会で修正作業を行いました。

今後は、紐づけ地図を主体に地図を運用することになることが想定
されています。
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地図の種類と特徴

「区分地図」は、国で整備した「紐づけ地図」を補完するためのレ
イヤです。

区分地図は、紐づけ地図で新規入力や削除ができないことや、市町
村農業委員会が、分筆登記を経ず、貸付のために便宜的に土地を分割
する場合（貸付分割）等の場合に利用するためのものです。

貸付分割は、紐づけ地図を物理的に分割して管理することも機能上
できますが、国で地図データの更新を実施すると、貸付分割地は元に
戻ることが想定されるため、区分地図での管理が推奨されます。
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地図の種類と特徴

耕作地面積調査等のために、農林水産省統計部が作成している地図
データです。衛星画像等から、耕作地の状況を判読して作成されてい
るため、現場の耕作地の形状が最も反映されていると考えることもで
きます。例えば、登記上は複数筆の土地を一体で耕作している場合は、
一つの耕地として表示されています。

ただし、筆ポリゴンは、農地台帳のデータ等と突合が行われていな
いため、地番等の情報をデータとして持っていません。また、衛星画
像等から区画を判読しているため、実際の耕作地の形状とは異なる場
所もあるため、利用には注意が必要です。
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地図の種類と特徴

令和６年１２月時点では、農業委員会が整備した農地ピン、農地ポ
リゴンが利用しやすいため、多くの市町村では、主となる地図として
利用しているものと考えられます。

しかし、整備が進む農水省共通申請サービス（eMAFF）やeMAFF
デジタル地図との連携は、「紐づけ地図」がベースとなる見込みです。

そのため、紐づけ地図の紐づけ率向上や、貸付分割を区分地図上で
の管理で運用していく方針が、今後重要になるものと思われます。
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レイヤの移動、透過性の設定で、見やすい地図
にできます

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 12 地図管理の機能
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地図管理の機能

「地図管理」では、様々なレイヤが表示可能

複数のレイヤをONにすると、

上から順番に表示されます。

デフォルトでは、農地ナビをONにすると、農地
ナビに公表されたデータが一番上に表示される

農地ナビON、紐づけ地図ONにすると、農地ナビを示す赤が上に表示される
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地図管理の機能

目標地図上に、紐づけ地図のピンを表示するには、「紐づけ地図
（ピン）」をドラッグして、上に移動します。

各レイヤはドラッグして、移動が可能です。
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地図管理の機能

◎をスライドすると透過性が変更できる

透過性80

透過性40
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地図管理の機能

レイヤの表示順や、透過性の変更を効率的に利用すると、見やすい
地図が作成できます。
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地図レイヤのうち農地ピン・農地区画は、データ
出力して、外部システムで利用が可能です

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
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vol. 13 農地ピン・農地区画の出力
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農地ピン・農地区画の出力

「地図管理」からレイヤ出力が可能

データは、GeoJSON 形式で出力され、外部のGISソフトに読み込む
ことができます。

土地連が運用する水土里ネットなどにも取込みすることができます
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農地ピン・農地区画の出力

さらに、システムから出力した土地CSVも、外部GIS
ソフトに読み込んで、結合することで、サポートシステ
ムのデータを外部ソフトで表示することもできます。

土地CSV地図の属性テーブル

Vol.6で紹介したキーコードで連携が容易にできます
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農地ピン・農地区画の出力

サポートシステムのデータを、フリーソフト「QGIS」へ読み込んだ例
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登記簿面積、登記簿面積（内訳）、
現況面積、本地面積の使い方

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 14 台帳管理：４つの面積の使い分け
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台帳管理：４つの面積の使い分け

台帳管理画面では、４つの面積を管理できます。

①登記簿面積

②登記簿面積（内訳）

③現況面積

④本地面積
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台帳管理：４つの面積の使い分け

①登記簿面積

土地全部事項証明書（登記簿）の面積

②登記簿面積（内訳）

基本的には、土地全部事項証明書（登記簿） の面積と同じですが、
登記簿１筆の土地を、課税のため分割したり、農業委員会が貸付のた
めに分割して管理している場合に、使用します。

例えば、登記簿で1000㎡の農地を、800㎡をAさんへ、200㎡をB
さんに貸借する場合、Aさん①登記簿1000㎡②内訳800㎡、

Bさん①登記簿1000㎡②内訳200㎡とします。

台帳管理の総括表、議案書には、②内訳の面積が集計されています。
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台帳管理：４つの面積の使い分け

③現況面積

農業委員会が管理する現状の実面積を管理します。例えば、地籍調
査が完了していない地域で、登記1000㎡だが、実測800㎡しかない場
合は、現況面積800㎡として管理が可能です。

目標地図作成機能において、担い手へのシミュレーションを実行す
る場合には、現況面積の入力が必須のため、注意が必要です（現況面
積が０㎡だとシミュレーションが機能しません）。

④本地面積

畦畔を除いた耕作可能面積を管理します。水田台帳の水張面積と呼
ばれる面積に該当します。各種集計には使用されないため、０㎡でも
問題ありません。
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システムに用意されていない管理項目を、
各市町村で任意に管理できます

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 15 任意項目の使い方
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任意項目の使い方

土地、世帯員、農家／法人で任意項目が利用可能
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任意項目の使い方

例：土地改良区の受益地を管理したい

任意項目は、区分、数値、日付、文字列が管理できます。

例では、文字列に土地改良区名を入力しています
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任意項目の使い方

地図管理で、さきほど入力した「土地任意
文字列１＿１」に色塗り設定すると、地図
上での確認も可能になります。
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任意項目の使い方

任意項目のラベル設定で、設定した項目のラベルを表示できます。
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任意項目の使い方

任意項目「区分」の設定は、補助機能の共通コード管理等で設定します
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中間管理事業等で経由転貸されている土地の
解約は、三者一括解約ができます

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 16 三者一括解約
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三者一括解約

中間管理事業による「A→機構→B」の集積一括契約を、「A→機構」
と「機構→B」の両方を同時に解約する場合は、種別で「三者一括」
を選ぶと、同時に解約処理できます。
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三者一括解約

三者契約のある土地を、通常の「解約」で処理すると、機構→Ｂの
契約が解約処理され、Ａ→機構の経由転貸はそのまま残ります。

その後、Ａ→機構の経由転貸二者が残った状態で、「解約」処理す
ると、Ａ→機構の契約が解約処理されます。

解約処理の動きは、以下に詳しい記載があります。

「マニュアル・よくある質問」

「申請入力補正処理箇所について」

「06解約関係」

状況によって、使い分けできると、解約処理がスムーズに進みます。
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３条や４・５条の申請が、既に可能になっています

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol. 17 農林水産省共通申請サービス（eMAFF）からの連携
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農林水産省共通申請サービス（eMAFF）からの連携

サポートシステムは、農地台帳情報を公開する「eMAFF農地ナビ」
との連携の他にも、農林水産省共通申請サービス（eMAFF）からのオ
ンライン申請とも連携しており、すでに、農地法第３条の農地の権利
移動や、農地法第４条第５条の転用許可申請が、オンラインで提出で
きるようになっています。

また、タブレット端末の現地確認アプリやワンデスクシステムとも
連携しており、農業委員会業務の「軸」として機能することが期待さ
れています。
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eMAFF

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

農委事務局が登録・更新
eMAFF農地ナビ

農
地
情
報
公
開

eMAFF現地確認

調査依頼・結果入力

意向把握サイト

調査依頼・結果入力

紙アンケート・web回答も併用

目標地図素案作成機能
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農林水産省共通申請サービス（eMAFF）からの連携
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【参考】eMAFFからすでに申請可能な手続き

農地法３条の権利移動、農地法４条５条の
転用許可申請等が、すでに申請可能となっ
ている。
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農林水産省共通申請サービス（eMAFF）からの連携

詳しい処理方法は、マニュアルの「共通申請サービスから連携され
た申請の処理フロー」に記載があります。

実際に申請があった場合に備えて、対応を検討しておく必要がある
と思います（筆者在籍自治体では、申請事例はありません。）
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サポートシステムのデータを一度に更新できる「一
括更新」。取込用CSVの取り扱いのポイントがあ
ります。

農業委員会事務局在職10年
H29年1月からシステムを利用する職員が
サポートシステム担当に知っていてほしい機能をご紹介

vol.18 一括更新用CSVの注意点
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一括更新用CSVの注意点

台帳地図補正：一括更新補正タブ

①取込用CSVを出力

②データ入力

③CSV取込 の手順で一括更新できます
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一括更新用CSVの注意点

ここで注意！

ダウンロードしたCSVを、そのままエクセルで開くと、

桁数の多いコード等が適切に表示されません
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一括更新用CSVの注意点

操作マニュアルにある

「別紙_Excelを用いたCSVの編集方法」を参照ください
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